
                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

石 川 県 防 災 会 議 

 

                                          日時：令和 8年 5月 26日(火)13:30～  

                       場所：県庁 1105会議室（Web併用）    

 

 

次第 
               

１ 開会                                                     

              

２  挨拶                                                        

 

３ 議事 

（１）石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定について 

（２）石川県地域防災計画（原子力防災計画編）の改定について 

（３）石川県水防計画の改定について 

 

４ 報告 

（１）津波浸水想定の見直しについて 

（２）原子力防災に係る石川県避難計画の見直しについて 

（３）洪水浸水想定区域・土砂災害警戒区域の見直しについて 



○令和７年度に、７団体と協定を締結

（一社）地域活性化プロジェクト縁GIN、（一社）日本キッチンカー経営審議会、

（一社）全国地質調査業協会連合会北陸地質調査業協会、（一社）日本カーシェアリング協会、

（一社）日本福祉用具供給協会、 特定非営利活動法人Vネット、WOTA株式会社

○岩手県大船渡市林野火災(R7.2)を踏まえた見直し

   ・乾燥・強風などの気象状況に応じた林野火災に関する警戒情報等の発表

 →県内の消防本部では、R8.1から林野火災注意報・警報の運用を順次開始

石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定（案）の概要

１ 防災基本計画の修正（R7.7）を踏まえた改定

国の防災基本計画の見直しや、新たな防災気象情報の運用開始等を踏まえ、石川県地域防災計画を

改定する。

※能登半島地震を踏まえた修正については、R7.9に反映済

資料１－１

２ 民間事業者との災害応援協定の締結



石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定（案）の概要

３ 防災気象情報の見直しを踏まえた災害対策本部の自動設置基準等の見直し

資料１－２

＜防災気象情報の見直しの主な内容＞
○水害関係の気象情報（大雨、氾濫、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルに整理し、レベルを付して発表

・ レベル５情報の特別警報に『氾濫特別警報』と『土砂災害特別警報』が新設

・ レベル４情報として、それぞれ『危険警報』が新設

○線状降水帯の発生や記録的短時間大雨など、極端な現象を速報的に伝える情報として「気象防災速報」を発表

警戒
レベル

市町が発令する
避難情報等

河川氾濫
大河川の氾濫

（手取川・梯川）

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

５
緊急安全確保
命の危険、
直ちに安全確保

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

４
避難指示

危険な場所から
全員避難

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

レベル４
土砂災害危険警報

レベル４
高潮危険警報

３
高齢者等避難
危険な場所から
高齢者等は避難

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

２
自らの避難行動を
確認

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

レベル２
高潮注意報

１
災害への心構えを
高める

早期注意情報

＜５段階の警戒レベルの気象情報＞ ＜気象防災速報＞

気象防災速報（線状降水帯発生）

気象防災速報（記録的短時間大雨）

気象防災速報（短時間大雪）

気象防災速報（竜巻注意/竜巻目撃）

気象防災速報（線状降水帯直前予測）



災害 現行 見直し後

特別警報　　 特別警報　　

（ 大雨、暴風、暴風雪、波浪、高潮 ） （ 大雨、暴風、暴風雪、波浪、高潮、氾濫、土砂災害 ）

顕著な大雨に関する気象情報 気象防災速報（線状降水帯発生）

気象防災速報（記録的短時間大雨）

大雪特別警報 大雪特別警報

顕著な大雪に関する気象情報 気象防災速報（短時間大雪）

風水害

雪害

石川県地域防災計画（一般災害対策編等）の改定（案）の概要 資料１－３

防災気象情報の見直しに伴い、災害対策本部の自動設置基準等について所要の見直しを行う

○本部の自動設置基準に『氾濫特別警報』『土砂災害特別警報』『気象防災速報（記録的短時間大雨）』
を追加

※『顕著な大雨・大雪に関する気象情報』は、それぞれ『気象防災速報（線状降水帯発生）』『気象防災速報（短時間大雪）』に名称変更され、

 引き続き本部の自動設置基準として運用

＜災害対策本部自動設置基準＞



石川県地域防災計画（原子力防災計画編）の改定（案）の概要

国の原子力災害対策指針の改正(R7.10)等を踏まえ、石川県地域防災計画について、所要の改定を行う。

１ 屋内退避の運用基準の明確化

２ 原子力災害医療拠点病院等の指定要件に関する見直し

以下の基準を新たに規定

○屋内退避の継続可否を判断するタイミングの目安

 ・屋内退避実施後3日目を目安としてそれ以降日々行うこととする

○屋内退避中の一時的な外出

 ・生活を維持する上で最低限必要な範囲で、住民等の一時的な外出や、

    住民の生活を支える民間事業者等の活動は実施可能

○屋内退避の解除

 ・新たなプルームが到来する可能性がなく、かつ、既に放出されたプルームが

滞留していないことが確認できれば解除

○指定又は登録を受けた医療機関等が要件に該当することを確認する頻度について、

「おおむね３年」を「おおむね５年」に改正

※屋内退避
放射性物質の放出の恐れが高く

なった際、UPZ（発電所から5～30
キロ圏内）では、放出時の被ばく
の低減を図るため、屋内に留まる

※プルーム 
放射性物質を含む空気のかたまり

資料２



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 1

防災気象情報の見直し

令和8年5月26日

※5月28日午後より運用を開始します。

金沢地方気象台
説明資料
（資料1-2参考資料）



2

現在の主な防災気象情報と警戒レベルとの関係

警
戒
レ
ベ
ル

状況
住民が

とるべき行動

行動を促す
情報

(避難情報等)

警戒
レベ
ル
相当
情報

防災気象情報

洪水等に関する情報

土砂災害 高潮害

指定河川
洪水予報
（河川毎）
※石川県は
手取川、梯川

洪水害
（市町村毎）

大雨浸水害
（市町村毎）

５
災害発
生又は
切迫

命の危険
直ちに安全確保！ 緊急安全確保

５
相
当

氾濫発生情報
大雨特別警報
（浸水害）

大雨特別警報
（土砂災害） 高潮氾濫発生情報

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

４
災害の
おそれ高
い

危険な場所から
全員避難

避難指示
４
相
当

氾濫危険情報 土砂災害警戒情報
高潮特別警報
高潮警報

３
災害の
おそれあ
り

危険な場所から
高齢者等は避難※ 高齢者等避難

３
相
当

氾濫警戒情報 洪水警報
大雨警報
（浸水害）

大雨警報
（土砂災害）

警報に切り替える
可能性が高い
高潮注意報

２
気象
状況
悪化

自らの避難行動を
確認する

洪水、大雨、
高潮注意報

２ 氾濫注意情報 洪水注意報 大雨注意報 高潮注意報

１
今後気象
状況悪化
のおそれ

災害への心構えを
高める

早期注意情報 １

市町村は、
警戒レベル
相当情報
などを参考
に、避難指
示等の発令
を判断する

警戒レベルとの対応関係が整理されてはいるものの、次のような課題があってとても分かりにくい。

⚫ 情報名称がバラバラで、どのレベルに相当する情報なのか非常にわかりづらい
⚫ 警戒レベル４相当の情報がないものがある（洪水・大雨浸水）
⚫ 特別警報と警報が同じ警戒レベル４になっている（高潮）
⚫ 高潮注意報がレベル２とレベル３相当に分かれている（高潮）
⚫ 同じ警報が異なる対象災害を兼ねている（大雨警報が土砂災害と浸水害を兼ねるなど）

警戒レベル 主な防災気象情報（警戒レベル相当情報）



新しい防災気象情報（令和8年５月下旬から運用開始予定）

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫
手取川、梯川対象

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ崩れや

土石流

高潮
海水面の上昇や

波の打上げによる浸水

（警戒レベルごとの）
住民が

とるべき行動

警戒レベル

５相当
レベル５

氾濫特別警報
レベル５

大雨特別警報
レベル５

土砂災害特別警報
レベル５

高潮特別警報
命の危険 直ちに安全確保！

＜警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！＞

警戒レベル

４相当
レベル４

氾濫危険警報
レベル４

大雨危険警報
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報
危険な場所から全員避難

警戒レベル

３相当
レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

警戒レベル

２
レベル２

氾濫注意報
レベル２

大雨注意報
レベル２

土砂災害注意報
レベル２

高潮注意報
避難行動を確認（避難場所や避
難ルート、避難のタイミングなど）

警戒レベル

１
早期注意情報 災害への心構えを高める

新しい防災気象情報の情報体系とその名称

⚫ 防災気象情報（河川氾濫、大雨、土砂災害、高潮）を５段階の警戒レベルにあわせて発表します。
⚫ 対象災害ごとの情報として整理するとともに、レベル４相当の情報として危険警報を新設します。
⚫ 情報名称そのものにレベルの数字を付けて発表します。（例：レベル４大雨危険警報 等）

3

ｚ ｚ
ｚ



4

気象情報(解説情報)の体系整理

極端な現象を速報的に伝える情報・・・「気象防災速報」 網羅的に解説する情報・・・「気象解説情報」

◎ 情報の性質を把握できるよう分類して提供

➢これまでいくつかの種類の「気象情報」として伝えていた情報は、線状降水帯をはじめとした具体的な極端現象が発生または
発生しつつある場合にその旨を伝える「極端な現象を速報的に伝える情報」と、現在及び今後の気象状況等を網羅的に伝
える「網羅的に解説する情報」に分類して提供。

➢それぞれの区別がつくよう統一的な情報名称とし、「線状降水帯」などのキーワードを付すことにより情報へのアクセスを改善。

※何に着目した情報なのかがわかるよう、括弧内にキーワードを付す。

現在 整理後 現在 整理後

気象情報（解説情報）の体系整理

「防災気象情報に関する検討会」
最終とりまとめ（R6.6）より抜粋



5

時系列情報（明日までの警報等の見通し）
• 令和８年度の新たな防災気象情報の運用開始に合わせ、新たに「時系列情報（明日までの警報

等の見通し）」を提供します。

• 時系列情報は、警報・注意報に先立って気象の見通しを二次細分区単位(＋山地等の分割地域)
で提供する予測情報です。

➢ 警報・注意報の発表に関わらず、時系列情報の対象とする全要素※について、翌日までの
３時間毎または日毎の気象状況の見通しを、毎日４回（05時､11時､17時､23時）提供
※対象要素：

大雨、土砂災害、風、波、高潮、雷、乾燥、大雪、融雪、濃霧、着氷、着雪、なだれ、低温、霜
（下線部の要素は日毎の見通しを提示）

➢ 気象庁ホームページでは常時表示、定期的に更新（上記の４回）

➢ 定期的な更新以外にも、当初の想定から今後の見通しが大きく変わった場合などには、
必要に応じて臨時に修正情報を発表（気象庁ホームページの時系列情報も更新）

時系列情報のイメージ

注意報基準を超えると予想される時間帯
(高潮については、注意報発表の可能性が
ある時間帯)

災害切迫

危険

警戒

注意

特別警報基準を超えると予想される時間帯

危険警報基準を超えると予想される時間帯
(土砂災害、高潮については、危険警報発表
の可能性がある時間帯)

警報基準を超えると予想される時間帯
(土砂災害、高潮については、警報発表の
可能性がある時間帯)



石川県水防計画の改定（案）の概要 
 

 

● 河川の重要水防箇所の変更  

河川改修等により治水安全度が向上したことに伴い、 
重要水防箇所が 3,362ｍ減 

 
県：1,418ｍ減（八丁川、森下川、木曳川、河北潟）  

国：1,944ｍ減（梯川）   

   

 

 

 

重要水防箇所の延長 
R7 R8 増減 

276,372ｍ 273,010ｍ △3,362ｍ 

資料３ 



津波浸水想定の見直し（着手）について

○ 能登半島地震後、能登地域では隆起や沈降など地形の大きな変化が発生

○ 今後の津波災害に備え、起こり得る被害をできるだけ早期かつ正確に想定し、対策を行う

ことが重要であることから、専門家による検討会を設置し、具体の調査手法を検討

資料４

○ 関係機関から、地形変動後の地形データを収集
○ 想定される津波高や到達時間、断層の連動性を勘案し、調査対象とする１４断層を選定

令和７年度

○ 津波浸水シミュレーション調査実施 ※R7に収集した地形データを使用し、満潮位など悪条件の下、シミュレーションを実施

○ 津波浸水想定の設定・公表 ※最大クラスの津波における浸水区域及び浸水図を地図に表示

○ 津波災害警戒区域の指定（県） ※津波浸水想定を踏まえ、津波発生時に住民等の生命又は身体に危害が生ずるおそ

れがあり、人的災害を防止するため警戒避難体制を特に整備すべき区域を県が指定

○ 津波ハザードマップの見直し（市町） ※県が作成した津波浸水想定を基に、市町が避難場所など避難に関する事項

を追記したハザードマップ

令和８年度～



原子力防災に係る石川県避難計画の見直し（着手） 資料５－１

令和６年能登半島地震を踏まえ、原子力災害時の住民の避難ルートの見直しを行う
➢ 避難元から避難先までの具体の避難ルートが記載されていない
➢ 令和６年能登半島地震の際、発災直後は通行不可の避難ルートあり
➢ 海上交通手段などあらゆる手段を活用するとの記載があるのみで、使用を想定するヘリポートや港湾が具体的に定められていない

見直しの考え方のポイント 「避難経路の複線化」

①「基本経路」及び「代替経路」の設定

➢ 原子力災害時に住民が避難する際に使用するルートについて、地区(集落)ごとに基本となる避難経路を予め

「基本経路」として設定

➢ 「基本経路」が使用できない場合の代表的な避難経路を「代替経路」として設定

②「空路」「海路」による避難時の使用想定箇所を規定

➢ 災害時に使用が想定されるヘリポート・港湾をリストアップし、例示的に規定

〔ヘリポート〕緊急離着陸場（※航空法第79条申請済）、市町の地域防災計画などで指定されている場所

〔 港湾 〕区域内の港湾、漁港

関係市町の意見を踏まえた上で、年度内に策定予定



参考

基本経路と代替経路（イメージ）

【見直し前】 幹線道路を中心に基本的なルートを
示すのみ

（例）志賀町の場合

【見直し後】 避難元から避難先まで、地区ごとに基本となる
経路と、それが使用できない場合の代表的な代替経路を設定

原子力防災に係る石川県避難計画の見直し（イメージ） 資料５－２



参考

ヘリポート・港湾のリストアップ

市 

町 

方 

位 

距 

離 
施設 所在 広さ(m) 備考 

志 

賀 

町 

南 

南 

東 

4k 志加浦交流センター 志賀町上野 100×55  

7 志賀高等学校運動場 志賀町高浜町 90×140  

7 志賀中学校運動場 志賀町高浜町 123×83  

8 志賀小学校運動場 志賀町高浜町 125×70  

9 中甘田農村公園 志賀町長沢 60×90  

南

東 

4 志賀町野球場 志賀町上野 110×110 ※ 

5 志賀町陸上競技場 志賀町町 210×160 ※ 

6 旧堀松小学校運動場 志賀町堀松 50×100  

7 志賀町柴木総合公園 志賀町高浜町 55×70  

9 
志賀町防災公園多目的広

場 
志賀町西山台 38×38 ※ 

10 旧下甘田小学校運動場 志賀町二所宮 60×100  

東 8 土田交流センター 志賀町仏木 50×85  

東北

東 

2 若葉台公園ソフトボール場 志賀町若葉台 110×90  

4 旧上熊野小学校運動場 志賀町直海 50×80  

北東 5 熊野交流センター 志賀町草木 80×55  

北北

東 
14 稗造交流センター 志賀町鵜野屋 50×40  

北 

1 旧福浦小学校運動場 志賀町福浦港 80×60  

8 荒木ヶ丘多目的広場 志賀町富来地頭町 195×120 ※ 

9 
志賀町役場富来支所駐車

場 
志賀町富来領家町 85×45  

9 富来中学校運動場 志賀町富来領家町 80×100  

10 旧西海小学校運動場 志賀町西海風無 100×60  

13 
西浦交流センター（運動

場） 
志賀町鹿頭 70×80  

＜ ヘリ離着陸地一覧 ＞ ※一部抜粋 ＜ 港湾・漁港一覧 ＞ ※一部抜粋

市 

町 

方 

位 

距 

離 
港湾・漁港 所在 

水深 

(m) 

岸壁の 

長さ(m) 
備考 

志 

賀 

町 

南 

南 

東 

1k 赤住漁港 志賀町赤住 2.0～2.5 393  

3 赤住漁港 志賀町百浦 2.0 218  

5 安部屋漁港 志賀町上野 2.0 411  

6 安部屋漁港 志賀町安部屋 1.5 322  

7 高浜漁港 志賀町高浜町 2.0～2.5 1,142  

8 大島漁港 志賀町大島 1.5 80  

北 

2 地方港湾福浦港 志賀町福浦港 2.5～4.0 837  

7 七海漁港 志賀町富来七海 1.5~2.0 116  

8 領家漁港 志賀町富来領家町 2.0 160  

北 

北 

西 

9 富来漁港 
志賀町西海風戸、西

海風無 
1.1~4.0 2,594  

12 赤崎漁港 志賀町赤崎 2.0 244  

七

尾

市 

東

北

東 

15 中島漁港 七尾市中島町瀬嵐 1.5 293  

16 中島漁港 七尾市中島町深瀬 2.0 765  

18 三ヶ浦漁港 七尾市能登島通町 2.5 151  

18 三ヶ浦漁港 
七尾市能登島久木、

田尻町 
2.5 329  

20 三ヶ浦漁港 七尾市能登島閨町 2.5 206  

21 地方港湾半ノ浦港 七尾市能登島半浦町 2.0~2.5 245  

25 曲漁港 七尾市能登島曲町 2.5~3.4 208  

26 向田漁港 七尾市能登島向田町 2.5~3.0 191 
 

 

原子力防災に係る石川県避難計画の見直し（ヘリポート・港湾）

方位と距離は発電所からの方位と距離を示す
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地震による地形変動を踏まえた洪水浸水想定区域の見直し

■輪島市
①仁岸川
②阿岸川
③南 川
④八ヶ川
⑤浦上川
⑥西二又川
⑦河原田川
⑧仁行川
⑨鳳至川
⑩小加勢川
⑪塚田川
⑫南志見川
⑬鈴屋川

■輪島市
・能登町
⑭町野川

■珠洲市
⑮珠洲大谷川
⑯折戸川
⑰若山川
⑱粟津川
⑲紀の川
⑳飯 川
㉑岡田川
㉒金 川
㉓竹中川

地震による地形変動を踏まえ、能登地域の３２河川において、洪水浸水想定区域の見直しが完了

○市町や地域住民へ浸水リスクの周知徹底を行い、円滑かつ確実な避難行動につなげる
・ ホームページでの区域図公表や、SNSを通じた浸水リスク確認の呼び掛け 

  ・ 区域内の全戸に広報チラシを配布（6月上旬～中旬）

○区域内に計画されている復興公営住宅について地盤かさ上げ等による浸水リスク低減を改めて市町に助言・指導

○見直しを反映したハザードマップ作成に向けて市町に助言・指導

■珠洲市
㉔磐若川
㉕鵜飼川
㉖芦谷川
㉗舟橋川

■能登町
㉘上町川
㉙神野川
㉚河内川

■志賀町
㉛酒見川
㉜新 川

資料６



地震による地形変動を踏まえた土砂災害警戒区域の見直し

奥能登２市２町において106箇所を土砂災害警戒区域に追加

➣ 地すべり
373箇所 → 397箇所（24箇所増）

➣ 急傾斜地
          872箇所 → 954箇所（82箇所増）

○市町や地域住民へ土砂災害リスクの周知徹底を行い、円滑かつ確実な避難行動につなげる
・ ホームページでの区域図公表や、SNSを通じた区域確認の呼び掛け

    ・ 広報キャラバンなどで区域確認の呼び掛け 
  ・ 区域内の全戸に広報チラシを配布（6月上旬～中旬）

○見直しを反映したハザードマップ作成に向けて市町に助言・指導

凡例
● 地すべり ２４箇所
● 急傾斜地 ８２箇所

新たに追加する区域

能登半島地震で被害が生じた１０６箇所を土砂災害警戒区域に追加

資料７
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